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どんな研究 どこが凄い 目指す未来

手も心もひかれるモバイルガジェット
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～牽引力錯覚装置「ぶるなび」の進化と応用～
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外から引っ張っていないのに引っ張
られた感覚を生ずる「ぶるなび」錯
覚装置を、把持（はじ）部の表面形
状や制御方式を工夫したり、無線化
することで、さらに進化させまし
た。これにより、 ゲームなどの力
ディスプレイや簡易ナビゲーション
など、様々な応用形態が可能になり
ました。

非対称振動によって生ずる牽引感覚
を分析・研究し、表面形状や振動方
法を工夫して、牽引感覚を向上させ
ることに成功しました。また，刺激
最適化を行うため、製造メーカとア
クチュエータの共同開発を行ってい
ます。

現在のコミュニケーションインター
フェースは、音と映像がほとんどで
す。触覚や力覚情報を人がどのよう
に知覚しているかを解明することに
より、音・映像に加え、幅広い触力
覚情報を表現する端末装置の開発に
つなげ、より豊かな情報伝達を実現
することを目指しています。

0027
Evolution and application of “Buru-Navi”

バーチャル魚釣り
タブレットやＶＲゲームで実現する魚釣りでの，

生き生きとした魚の「引き」を再現

バーチャル犬の散歩
任意の方位へのダイナミックな力覚生成

歩行ナビゲーション
手を引く歩行誘導の実現

感覚感度を増す接触部形状

ぶるなび
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